
知的財産を経営に活かすための、

基本

導入は座学を中心とした基礎的な

知識の習得を行い、講座全体のフ

レームワークとポイントを学びます。

応用

基礎知識の習得後はロールプレイ

ング等でより具体的な体験を通じ

経験値を積み重ねます。

実践

応用から得た新たな気づきと、講

師からの助言を元に、より実践的

なシーンを想定し、ブラッシュアッ

プを行います。

2016経営戦略セミナー 受講生募集！

http://www.fuji-pvc.jp

公益財団法人静岡県産業振興財団 ファルマバレーセンター
TEL: 055-980-6333 / FAX: 055-980-6320

情報連携

超、実践的カリキュラム

そして、ビジネス交渉学を学ぶための、

とつながる

明日につなげる

ビジネススクール。

人

MOT（技術経営）の先へ

2016経営戦略セミナー 公益財団法人静岡県産業振興財団 ファルマバレーセンター

経営

平成28年9月10日～平成28年12月3日のうち全7回
10：30～17：00
静岡県医療健康産業研究開発センター会議室
静岡県東部地域を中心とした中小企業の経営者または従業員の方
20,000円/人（税込）
※申し込み時に一括で頂き、途中で受講を取りやめた場合も返還致しません。

25人
平成28年08月31日（水）まで（定員になり次第締切）

開 催 日
開催時間
場 所
対 象
参 加 費

定 員
申込期間



回次 日程 曜日 10：30～12：00 13：00～17：00

第1回 9月10日 （土） 特許情報を元にした戦略策定入門
特許情報を元にしたR&D・マーケティング戦
略策定演習

第2回 9月28日 （水）
M&A、事業提携および特許活用による戦略
の遂行入門

M&A、事業提携および特許活用による戦略
の遂行

第3回 10月8日 （土） ビジネス交渉学入門 ビジネス交渉学基礎編

第4回 10月18日 （火） 知財ビジネス交渉学基礎編① 知財ビジネス交渉学基礎編②

第5回 11月5日 （土） 知財ビジネス交渉学実践編① 知財ビジネス交渉学実践編②

第6回 11月16日 （水） 知財ビジネス交渉学「組織内交渉編」 知財ビジネス交渉学「多数当事者間交渉編」

第7回 12月3日 （土）
知財ビジネス交渉学「コンフリクト・マネ
ジメント編」

知財ビジネス交渉学「コンフリクト・マネ
ジメント編」＆総括セッション

受講までの流れ 会場アクセス（公共交通機関ご利用の方）

ホームページから申込用紙
をダウンロードし、必要事
項を記入のうえ、FAXまた
はメールにて お申込み下
さい。

受講決定者には「受講決
定通知書」を送付致しま
す。

振込期限までに受講料の
お振込みを完了して下さ
い。

参加申込

受講決定・受講料

御請求書到着

受講開始

受講料お振込み

受講開始までに、随時

教材をお送り致します。

事務局 公益財団法人静岡県産業振興財団 ファルマバレーセンター事業推進部 〒411-8777  駿東郡長泉町下長窪1007（県立静岡がんセンター研究所内）

TEL：055-980-6333  FAX：055-980-6320  Email：kikaku＠fuji-pvc.jp URL：http://www.fuji-pvc.jp

開講スケジュール

１、JR東海道本線・新幹線「三島駅」下車
↓

２、南口③番バス乗り場から（がんセンター、 ベックマン・
コールター 、駿河平・桃沢郷 方面）に乗車

↓
３、ファルマバレーセンター で下車

１、JR御殿場線「長泉なめり駅」下車
↓

２、バス乗り場から（がんセンター、 ベックマン・
コールター 、駿河平・桃沢郷 方面）に乗車

↓
３、ファルマバレーセンター で下車

ル
ー
ト
①

ル
ー
ト
②

※12：00～13：00は昼休憩です。

講師

隅田浩司

三好陽介

東京大学先端科学技術研究センターMOT(技術経営)プログラム開発委員、東京大学先端科学技術研究セン
ター特任研究員等を経て、現職。経済法、国際経済法、交渉学、知財財産 法を専門とし、著書は『プロフェッショ
ナルの戦略交渉術―合意の質を高めるための31ポイント』(日本経団連事業サービス)、『戦略的交渉入門』（日
経文庫 共著）等多数。
交渉学に関して、官公庁（国土交通大学校など）や日本経団連、各種企業，商工会議所などで研修、講演を
行っている。
本セミナーの監修と全会の講師を務める。

特許を中心とした知的財産や技術戦略に関わる種々の調査分析についてコンサルティングとプロジェクト提案
を行う。
日本電気株式会社において半導体デバイスの研究開発の後、技術移転や技術提携、M&Aにおける知的財産
関連の交渉、およびクロスライセンスや訴訟対応などの知的財産渉外業務に従事。その後、日清食品株式会社
知的財産部の部門責任者として業務全般を統括するとともに、知的財産部門の組織設計や研究開発との連携、
事業部門への特許情報の展開、社内教育などを企画遂行した。
本セミナーでは第1回、第2回の講師を担当。

東京富士大学経営学部 学部長（教授）、慶應義塾大学グローバルセキュリティ研究所上席客員研究員

ランドンIP合同会社 事業開発部長、東京富士大学客員教授

会場アクセス（お車でお越しの方）

http://www.fuji-pvc.jp/

